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１．最優秀賞に（農）こめ・こめ・くらぶ おめでとうございます (^_‐)‐☆
第42回大分県麦作・豆類経営改善共励会の表彰式が開催されました。

2. 経営の安定にはまず会計処理の整備から
会計システム（パソコン）研修会を地区別に開催しました。

3. 耕作放棄地・獣害対策に『周年放牧』のすすめ
『こんな傾斜地で簡単に放牧が出来るとは驚き！』

特 集

２月３日ウサノピアで第42回大分県麦作・豆類経営改善共励会の表彰式が開催され、「麦作・集団の

部」の最優秀賞に杵築市の(農)こめ・こめ・くらぶ(代表者・岩尾喜一郎)が受賞しました。共励会は

麦・豆類の生産農家の生産技術水準の向上と経営の改善を目的として、JA大分中央会が主催しているも

のです。２８年産の麦・豆類の生産は、昨年産に比べてそれぞれ140ha作付面積が増加したものの、天候

不順により反収は大きく減少した中での審査となりましたが、以下の方々が受賞しました。

【受賞のポイント】

（農）こめ・こめ。くらぶ；

出品品目のニシノホシは単収が422㎏/10ａ・品質は全量1等とすばらしい成績でした。排水の良い圃場

の選定や土壌改良材を散布して土壌改良を図っているほか、溝堀機やユンボを用いた明渠の施行など徹

底した排水対策が実践されています。また、適期播種への意識が強く、天候を見ながら直前耕起を行っ

たうえで、複数の播種機で一気に播種する体制を確立しています。

最優秀賞に（農）こめ・こめ・くらぶ (杵築市) 「第42回大分県麦作・豆類経営改善共励会」

【(農)こめ・こめ・くらぶの穂 拡大】

【(農)こめ・こめ・くらぶの圃場】

【麦作・集団の部】

最優秀賞 （農）こめ・こめ・くらぶ 杵築市山香町

優秀賞 （農）南高瀬営農組合 中津市

奨励賞 （農）清川津留営農組合 豊後大野市清川町

奨励賞 営農組合ＭＫＴ 大分市

【大豆・集団の部】

優秀賞 （農）はらじり 豊後大野市緒方

町

優秀賞 木佐上（農） 大分市

奨励賞 （株）西日本農業社 臼杵市野津町

奨励賞 （農）原口営農 中津市三光

奨励賞 （農）蜷木営農 宇佐市



経営安定にはまず会計処理の整備から ～会計処理（パソコン）研修会～

法人の会計処理をもっと効率的に行うことを

目指した、JAグループ大分が開発したWEB簿記シ

ステムを紹介する研修会を県下３会場で開催しま

した。

講師の、㈱JA大分総合情報センター・浅野晃永

係長から当システムの特徴の説明がされた後、参

加法人１台づつパソコンを利用して、実際の操作

方法や画面を確認していきました。

【JAグループ大分が開発したWEB簿記システムの特徴】

◆JA取引は自動仕訳

信用・購買・販売の取引データが自動的に仕訳に返還されるので、各法人は仕訳登録が楽になります。あ

とは系統外の取引入力のみです。

◆システム設定作業不要

インターネット利用なので、利用開始にあたり設定作業は一切ありません。インターネットに接続できる

パソコンがあれば接続可能です。従って、税理士との相談の際も、税理士事務所から税理士のパソコンで帳

票を確認できます。

◆税制改正など法改正もシステム変更料負担なし

消費税の改正など法改正が発生した場合でも、システム変更は自動修正されるため、新たに追加の費用は

不要です。

◆年度の途中でも加入可能

年度の途中でも当年の１月までさかのぼって仕訳データが作成できますので、何時からでも利用開始でき

ます。また、会計年度は法人によって変えることが出来ます。

◆経営分析が可能

経営分析システムもあるため、将来の経営に役立てることが出来ます。

※加入の申し込み・お問い合わせは、各ＪＡの営農企画課

（又は、指導販売課）まで。

参加者は14法人・20人と少人数であった

ものの、研修終了後に拍手で喜んでもらっ

た会場や、「会計担当も代わったので早速、

使いたい。」など、このシステムの良さを

理解していただいた研修会となりました。



「先祖から受け継いだ山林は数十年という時の経過でほ

とんど雑木林と竹林化していました。そんな土地（約

5ha）に繁殖雌牛３頭を1年間飼ってみたところ、効果はて

きめん。牧草地に生まれ変わり、飼料を殆ど与えることの

無い「周年放牧」が完成しました。」そう話してくれたの

は、経営多角化現地研修会で訪問した（有）富貴茶園の永

松栄治さん。飼料もほとんど与える必要が無く、茶との両

立が出来ると考えて増頭。農閑期の冬に耕作放棄地を切り

開き、牧草地の面積を増やしていったとのこと。永松さん

が特に気を使っているのは子牛とのスキンシップと調教。

ここの放牧の特徴は、①周年放牧 ②親子放牧 ③子牛の

調教 と話した振興局の照山さんも子牛の調教の必要性を

話してくれました。

耕作放棄地・獣害対策に『周年放牧』のすすめ ～作付不利地での多角化を目指して～

【第2放牧場を視察する会員】

【放牧開始直後の第1放牧地】

我々の一番聞きたい経営面と、牛の事故は？の問いかけに、「機械代は無し、施設費も電気柵と雨水

利用の給水場、給餌場は資材のみ購入で手作りの為知れたもの。コストは通常繁殖牛の1/3程度で、今は

利益率が７割あります。それに10年間放牧していますが、事故率０ゼロです。一度だけ、死産はありまし

た。」とのことです。「こんな急傾斜地でも事故が起きないとはびっくりしました。耕作放棄地や獣害対

策にもなるので、導入を検討してみたい。」と話す法人もあり、経営多角化の一方策として注目を集めた

研修会となりました。

【行政による支援】 ※行政による放牧や荒廃農地を改善する事業があります。

○荒廃農地等利活用促進交付金

○レンタカウ制度

※詳しくは、お近くの地域振興局にお問い合わせください。

【2017.1.25 の第1放牧地】

【2017.1.25 の第2放牧地】

急傾斜地に関わらず、骨折事

故もなく、飛び回っている。

Ａ

Ｂ

Ａ

牛



31年産の米生産から、直接支払交付金(10a・7,500円)が廃止され収入保険制度に移行されるなど、米政策は

大きく変わってきます。このように目まぐるしく変わる施策に、どう対処していいか困惑している様子が現場

を回ると各地で聞こえてきます。

そんな中、改めてグーグル・アースで空から大分県を眺めてみると、雑木・竹林の多い事・・・・。雑木・

竹林に隣接してかつての水田畦畔の跡が。「ここも、またこっちも放牧できそう・・・。」ニュージーランド

のように、それらの山林をすべて放牧地に替えていくのも選択肢の一つとして加えられるのではと思った次第。

編集後記

第1放牧場

第2 放牧茶園

ココの放牧直後の状態

カメラの方角

カメラの方角

使用者には労働者の安全配慮義務があります ～１日でも、一人でも雇ったら労災保険加入を！

～

農業経営者と労災保険の関わりは、大きく分けて以下の２つのパターンがあります。

○雇っている労働者の災害補償：一般加入(原則強制加入)

○農業経営者自身の災害補償：特別加入

※法人の代表理事・理事が特別加入している場合、その事業所は強制適用(従業員＝強制加入)となります。

労働基準法では、雇っている労働者(パート、アルバイト、技能実習生を含む)に労災事故が生じた場合、雇用

主に治療費や休業補償等の災害補償責任が生じる旨を定めています。これは、雇用主の形態(法人・個人)、労働

者の雇用形態(正規・非正規)、雇用日数を問いません。

しかし、労働者が労災保険法に基づいて補償を受けられる場合(＝労災保険に加入している場合)には、雇用主

は、その労災補償義務を免れます。

経営上のリスクを減らすために、労働者の労災保険加入をすすめましょう！

そして、農業経営者自身についても特別加入制度を活用しましょう！

★相談・問い合わせ先 ＪＡグループ大分 労働保険事務組合（ＪＡ大分中央会内） ０９７－５３８－６３６８


